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(分量本文 141 頁 400 字詰原稿用紙換算約 420 枚付録、参考文献、日英長短要旨等 70 頁)
論文審査の結果の要旨
本来、イスラームは音楽を教義のうえでは禁止しているにもかかわらず、現実のアラブ世界の人びとは他の諸民族
に優るとも劣らない音楽性をもっていることが本論文によって明らかにされている。長年にわたって西アジアを足繁
く探訪した著者がこれまで公表してきた一連の業績とはまた一味異なる成果をここに見ることができる。すなわち、
音楽学一般でいまや当然のこととされるポピュラー音楽への本格的な接近が実を結んでいるのである。もっとも、欧
米や東アジア・東南アジアでのポピュラー音楽の世界とは一線を画する西アジアの例をあつかっているだけに「ポピ
ュラー音楽J という切り口が人類に普遍的に通用する概念であるとはかぎらないことが本論文により証明されたと言
っても過言ではない。また、一人の音楽家に焦点をしぼることがその音楽家を生んだ音楽文化や歴史的背景を語るこ
とにつながっている点で興味深い事例研究である。さらに、付録に反映されているように、本論を展開するうえで必
要であった膨大な量の資料収集とその整理の方法がデータベース化の試みとして提示されていることも高く評価で
きる。
本論文の問題点を挙げるとすれば、著者が西アジア以外の音楽文化と比較することなく対象を分析しているために、
ある意味では普遍的に抽出できる文化特性までアラブ的なものに含めてしまっていることである。しかし、その反省
にたつ近未来の研究計画へのつながりを提示しているので、細部での修正がなされる日は近いものと予想され、学界
に対する貢献度の高い本研究の価値を損なうことはない。よって、本論文を博士(文学)の学位を授与するのに充分
な価値を有するものと認定する。
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